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１ 目 的 

 志津川支所は、宮城県北部に位置し、カキ・ホタテ・ワカメ・ホヤ・ギンザケ等の養殖が盛んで、当該地域

の主力産業になっている。しかしながら、東日本大震災に伴う、津波により、養殖施設及び水産物並びに陸上

の養殖施設は壊滅的な被害を受けた。その中で当地域の主要養殖であるカキ・ワカメ・ホタテ業者９６経営体

が協業体を組織し、共同による養殖資材の購入、生産管理及び品質管理の徹底を図る。また漁場環境を整備す

ることで持続可能な養殖漁場を作り漁業経営の安定を目指す。 

 

２ 地域養殖復興プロジェクト参加者等名簿  

  

○宮城県北部地域養殖復興協議会 

 所   属 役  職 氏  名 

養殖関係 宮城県漁業協同組合 理事 阿部 誠 

養殖関係 宮城県漁協気仙沼総合支所 
運営委員長 

(会長) 
佐々木 憲雄 

養殖関係 宮城県漁協気仙沼総合支所 支所長 菊地 清 

地方公共団体 
宮城県気仙沼地方振興事務所 

水産漁港部 

技術次長 

(会長代理) 
湯澤 麻美 

地方公共団体 気仙沼市産業部水産課 課長 鈴木 誠 

地方公共団体 南三陸町産業振興課 課長 高橋 一清 

 

○宮城県漁協志津川支所戸倉地区カキ・ワカメ・ホタテ部会 

 所   属 役  職 氏  名 

養殖関係 宮城県漁協志津川支所 副運営委員長 高橋 源一 

養殖関係 宮城県漁協志津川支所戸倉地区 

カキ養殖生産部会 
部会長 後藤 清広 

養殖関係 宮城県漁協志津川支所戸倉地区 

ワカメ養殖生産部会 
部会長 須藤 哲夫 

養殖関係 宮城県漁協志津川支所戸倉地区 

ホタテ養殖生産部会 
部会長 佐々木 和志 

地方公共団体 宮城県気仙沼地方振興事務所水産漁港部 技術主査 伊藤 貴範 

地方公共団体 宮城県南三陸町産業振興課 水産業振興係長 太齋 彰浩 

 

３ 震災前の養殖業の概要 

 

 志津川支所は、宮城県北部に位置し、カキ・ホタテ・ワカメ・ホヤ・ギンザケ等の養殖が盛んな地域である。

主な水揚げとしては、平成２１年度でカキ養殖が５．１億円ワカメ養殖が４．８億円ギンザケ養殖が１３．１

億円となっている。その他漁船漁業などは刺し網漁業が盛んで、９．８億円の水揚げ高となっている。 

 また、志津川支所は、戸倉地区、志津川地区と分かれている。養殖種類はカキ・ホタテ・ワカメ・ホヤ・ギ

ンザケなどが主たる養殖種類であり、戸倉地区では主にカキ養殖が２．６億円、ワカメ養殖３億円、ホタテ養

殖８千万円の水揚げがあった。 
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・震災前の施設等の状況 

 

施 設 名 
所有者（個人・共同利

用の別） 
規   格 施 設 数 

養殖施設 個人所有 別紙１－１      カキ 

別紙１－２     ワカメ 

別紙１－３     ホタテ 

カキ ５６名  ７６８台 

ワカメ９６名  ７７７台 

ホタテ３０名   ８８台 

陸上施設 共同利用(宮城県漁協

所有) 

 

 

 

個人所有 

波伝谷共同カキ処理場 

８８１．６８㎡ 

津の宮共同カキ処理場 

２４０，８３㎡ 

 

ワカメ作業場 

(ボイル)      ２０㎡ 

(乾燥)       ３０㎡ 

 

１棟 

 

１棟 

 

 

５０棟 

１０棟 

作業船 個人所有 １０トン未満船漁船 １８７隻 

 

４ 被災状況 

 

施 設 名 規格及び数量 被害金額 被災内容 

養殖施設 

カキ  延縄式１００mダブル 

ワカメ 延縄式１００mダブル 

ホタテ 延縄式１００mシングル 

(小計) 

２４９，６００千円 

７１，８７３千円 

３４，４５２千円 

(３５５，９２５千円) 

全量流失 

全量流失 

全量流失 

 

陸上施設 

共同カキ処理場     ２棟 

 ワカメ作業場 

   (ボイル)     ５０棟 

   (乾燥)       ７棟 

    (小計)  

５１，９７０千円 

 

１００，０００千円 

３５，０００千円 

(１８６，９７０千円) 

全損 

 

全損 

全損 

 

作業船 １０トン未満船 １３９隻 ２７４，７２０千円 全損 

養殖生産物 

カキ       ７６８台分  

ワカメ      ７７７台分 

ホタテ       ８８台分 

  (小計) 

１９２，０００千円 

６４，２５８千円 

７３９，２２０千円 

(３３０，１７８千円) 

流失 

流失 

流失 

 

合計  １，１４７，７９３千円  
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５ 計画の内容 

 

（１）共同化の取り組み 
   共同化による養殖・生産を行うことから以下の取り組みを通じ、消費者に安定した品質の生産物を

提供する。 

 

① 生産加工の共同化 
 

生産及び加工における省力化を目指し、メンバーによる作業の分業化により労働の効
率化、製品の統一化が、図られる。 
 
 

② 品質向上の取り組み 
 

施設の適正配置による漁場の有効利用や施設間隔を広げることによる良い製品作りに
向けた管理が容易となり品質向上が図られる。 
 
 

③ 生産管理の取り組み 
 

個人出荷から全量組合出荷となることから、共同化による集荷、検査のスピード化、
共販体制の強化が図られる。 
 
 

④ JF 志津川支所ブランド化の確立 
 

志津川湾は、宮城県産の主要産地であることから、品質・出荷サイズを統一化し良い
製品作りを徹底し、一層のブランド化の確立を図る。 

 

 

（２）がんばる養殖復興支援事業の活用 

 

   ・事業実施者           ：宮城県漁業協同組合 
   ・生産契約先又は契約養殖業者名  ：別紙の通り 
   ・実施年度            ：平成２３年度～平成２６年度 
 

 

 

 

  ・取り組みスケジュール 

 

 期間 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年 

検討期間 

事業期間 １ 

事業期間 ２ 

事業期間 ３ 

２３年１２月～２４年２月 

２４年 ２月～２４年１２月 

２５年１月～２６年５月 

２５年１１月～２７年３月 

     

    ＊ 養殖種類別は、別紙の通り 
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（３）施設復興計画 

 

施設名 

所有者 

(個人・共同の別） 

 

規 格 

 

震災前 

復興 

１年目 

 

２年目 

 

３年目 
活用する事業名 

 

養殖施設 

共同利用 

(宮城県漁協

所有) 

 

カキ 

１００ｍ 

ダブル 

ワカメ 

１００ｍ 

ダブル 

ホタテ 

１００ｍ 

シングル 

768

台 

 

777

台 

 

88 

台 

90 

台 

 

1,208

台 

 

42 

台 

350 

台 

 

1,208 

台 

 

84 

台 

 

350 

台 

 

1,208

台 

 

84 

台 

 

水産業共同利用

施設復旧支援事

業 

陸上施設 

共同利用(宮城

県漁協所有) 

 

共同利用(宮城

県漁協所有) 

 

個人所有 

共同カキ 

処理場 

 

ワカメ 

作業場 

 

ワカメ 

作業場 

2棟 

 

 

なし 

 

 

60棟 

2棟 

 

 

13棟 

 

 

3棟 

3棟 

(内、仮設 

1棟含む) 

13棟 

 

 

3棟 

3棟 

(内、仮設

1棟含む) 

13棟 

 

 

3棟 

水産業共同利用

施設復旧整備事

業 

水産業共同利用

施設復旧整備事

業 

作業船 

個人所有船 
10トン未満

船漁船 

187

隻 

48 

隻 

48 

隻 

48 

隻 

共同利用漁船等

復旧支援対策事

業または個人購

入 
共同利用船 

0 

隻 

12 

隻 

120 

隻 

120 

隻 

    

（４）生産量及び経営体数 

項目 震災前 復興１年目 ２年目 ３年目 

生産量 （トン） 

カキ 

ワカメ 

ホタテ 

計  (２，４０６) 

２２４ 

１，８６５ 

３１７ 

(３，１１４) 

６３ 

２，９００ 

１５１ 

(３，４４７) 

２４５ 

２，９００ 

３０２ 

(３，３７７) 

１７５ 

２，９００ 

３０２ 

生産金額（千円） 

カキ 

ワカメ 

ホタテ 

計 (６３８，０４２) 

２５９，８４０ 

２９８，３６８ 

７９，８３４ 

(７３４，７１６) 

７５，６００ 

６２１，０１４ 

３８，１０２ 

(９９１，２１９) 

２９４，０００ 

６２１，０１４ 

７６，２０５ 

(９１５，９６９) 

２１８，７５０ 

６２１，０１４ 

７６，２０５ 

経営体数 ９６経営体 ９６経営体 ９６経営体 ９６経営体 
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（５）復興に必要な経費 

 

全体（単位：生産量はトン、その他は千円） 

 震災前の状況 復興１年目 ２年目 ３年目 

収  入 

生産量（トン） 

カキ 

ワカメ 

ホタテ 

生産額(千円)

カキ 

ワカメ 

ホタテ 

 

その他収入 

(697,628) 

(2,406) 

224 

1,865 

317 

(638,042) 

259,840 

298,368 

79,834 

 

(59,586) 

(734,716) 

(3,114) 

63 

2,900 

151 

(734,716) 

75,600 

621,014 

38,102 

 

(991,219) 

(3,447) 

245 

2,900 

302 

(991,219) 

294,000 

621,014 

76,205 

 

(915,969) 

(3,377) 

175 

2,900 

302 

(915,969) 

218,750 

621,014 

76,205 

 

 

経  費 

 支払金利 

 損害保険料 

 公租公課 

 漁業権行使料 

共済掛金 

人件費 

その他経費 

水道光熱費 

種苗代 

カキ 

ワカメ 

ホタテ 

えさ代 

養殖用資材代 

修繕費 

販売費 

 

減価償却費 

施設利用料 

 

695,854 

0 

18,751 

14,711 

4,978 

9,268 

355,000 

28,447 

13,554 

(42,608) 

28,800 

3,885 

9,923 

0 

85,704 

47,175 

38,929 

 

35,257 

1,472 

 

728,916 

0 

5,800 

7,631 

2,944 

10,383 

500,000 

33,931 

12,637 

(18,876) 

8,100 

6,040 

4,736 

0 

35,477 

10,958 

40,140 

 

37,800 

12,339 

 

 

1,040,486 

0 

18,500 

16,846 

4,152 

17,035 

516,000 

44,414 

18,975 

(47,012) 

31,500 

6,040 

9,472 

0 

99,336 

54,682 

55,235 

 

48,198 

100,101 

 

879,491 

0 

15,316 

0 

4,480 

12,931 

500,000 

112,334 

17,500 

(19,471) 

3,959 

6,040 

9,472 

0 

57,110 

20,000 

62,813 

 

2,259 

55,277 

収 支        1,774 5,800 ▲49,267     36,478 

償却前利益 38,503 55,939 99,032 94,014 
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《養殖の生産方法》 

過去の過密養殖による生産性悪化の教訓から、養殖漁場の再建を取り組み養殖施設の削減を実行致します。

施設が減った分は、個々の競争ではなく、協業化の導入などによって公平な生産体制の確立を行い、全ての

養殖種類で 1年での収穫が可能となる。 

 

カキ・・これまでの、カキ漁場は施設と施設の間が密集し、船の出入りが難しいほどでした。漁場の行使を

大幅に見直し、養殖施設の間隔を広くとり、潮通しをよくすることから品質の良い製品作りに取り組

む。また「森は海の恋人」といわれるように、カキ養殖にとって森林は重要な水の供給源であること

から、宮城生協や森林関係者、漁業者などが協力し、これまで以上に植林等を積極的に実施する。ト

レィサビリティーシステムの整備も充実させ、消費者に対し食の安心、安全に努める。 

 

 ワカメ・・宮城県産ワカメの主要産地であることから、徹底した品質管理を行い、異物混入の防止、変色防

止等に積極的に取り組み、南三陸ワカメのブランド化確立を図る。これまでは、作業形態上生ワカメ

での出荷も多かったが、復興後は全量ボイル共販か乾燥ワカメでの出荷を目指し、付加価値を高めた

養殖生産に改善し、水揚げ金額の大幅な増額を目指す。 

 

ホタテ・・北海道から半成貝を導入するとともに、カキと同様に養殖施設の間隔を広くとり、漁場環境を改

善し、水揚げ金額の大幅な増額を目指す。 

 

《経費等の考え方》 

   戸倉地区参加経営体の税務申告書類（平成 21 年分）、宮城県作成の「カキ養殖業の復旧・復興に向けた協

業化モデル（案）」「ワカメ養殖業協業化・共同化モデル」「ホタテガイ養殖業の復旧・復興に向けた経営モデ

ルの検討（案）」、農林水産統計「漁業経営調査」及び支所共同販売記録等を参考に作成しました。 

  

● 損害保険料・・・・・共同利用船の漁船保険組合に対する保険掛け金を算定し計上。 

● 漁業権行使料・・・・施設１台あたりの行使料を算出し計上。 

● 漁業共済掛金・・・・漁業共済に対する施設１台あたりの掛け金を算出し計上。 

● 人件費・・・・・・・経費控除後の収益により、事業内容・規模により算出し計上。 

● 販売費・・・・・・・水揚げ全量に対する共同販売委託手数料（５．２５％）を算出し計上。 

● 施設利用料・・・・・生産に係る施設設置費用を算出し、2年目・3年目を考慮し計上。 

   区分    Ｈ２４    Ｈ２５    Ｈ２６ 

共同利用漁船 １０隻 １３２隻 １３２隻 

共同作業施設 

（カキ処理場） 

（ワカメ施設） 

    

２棟 

１３棟 

    

 ２棟 

１３棟 

   

２棟 

１３棟 

  養殖施設 １，３４０台 １，６４２台 １，６４２台 

 

・整備時期については、復興１年目から整備をしたいが、国等の補助事業を導入するため、復興２年目から本

格整備となる。特に漁船は必要隻数を申請しているが、造船所の都合で、そのほとんどが復興２年目以降に

なる。 
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６ 復興後の目標 

（１）生産目標 

 震災前  １０年後 

養殖施設数 

 

 

 

陸上施設数  

 

 

養殖業者数 

 常時養殖従事者数 

臨時雇用者数 

 

生産量 

生産金額 

カキ        ７６８台 

ワカメ       ７７７台 

ホタテ        ８８台 

 

カキ処理場      ２棟 

ワカメ作業場     ６０棟 

 

９６経営体 

１４１人 

 

 

２，４０６トン 

６３８，０４２千円 

カキ       ３５０台 

ワカメ    １，２０８台 

ホタテ       ８４台 

 

カキ処理場      ２棟 

ワカメ作業場    ５７棟 

 

９６経営体 

１４１人 

 

 

３，４４７トン 

９９１，２１９千円 

 

（２）生産体制 

 従来、養殖施設及び加工施設は個人所有が多く、漁業者毎に生産・加工を行い、組合共販を主とし

て販売してきた。今後この養殖復興プロジェクト事業を通じ漁協が整備した共同利用施設を使用し、

共同による生産管理、品質管理、全量漁協販売を徹底することにより、持続可能な養殖漁場・漁家漁

業経営の安定化、漁協経営の安定化を目指していく。 

 

７ 復興計画の作成に係る地域養殖復興プロジェクト活動状況 

 
実 施 時 期 協議会・部会 活動内容・成 果  備考 

平成２４年 

１月３０日  

第１回 北部地域養殖復興 

    協議会 

・ 会長の選任 

・ 運営事業実施計画について 

 

平成２４年 

１月３０日  

第１回 志津川支所戸倉地区

カキ・ワカメ・ホタテ

部会 

・ 部会長の選任 

・ 養殖復興計画の検討、承認 

について 

 

平成２４年 

１月３０日  

第２回 北部地域養殖復興 

    協議会 

・ 養殖復興計画の検討、承認 

について 

 

平成２４年 

１０月１９日  

第５回・６回北部地域養殖 

復復興協議会 

・ 養殖復興計画の変更、承認 

について 

 

平成２５年 

１０月１８日 

第 12回 北部地域養殖復興 

    協議会 

・ 養殖復興計画の変更、承認 

について 

 

平成２６年 

１１月１３日 

第 16回 北部地域養殖復興 

    協議会 

・ 養殖復興計画の変更、承認 

について 

 


